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古井 祐司



健康リスク数別労働生産性損失の割合

Boles, M., Pelletier, B., & Lynch, W. (2004). The relationship between health risks and work 
productivity. JOEM, 46(7), 737-745. 

－2－

少子高齢社会は生産性の低下という構造的な課題を内在します。

資料）東京大学政策ビジョン研究センター健康経営研究ユニット

健康リスク

日本企業の
健康関連コストの構造

生産性の損失



－3－

健康投資が60歳企業を変えました。

社員の健康に投資する会社は
経営パフォーマンスが良い。



－4－

昼食を交代で必ずとる、
自販機メニューもガラッと変わった。
朝礼で“ついでに”ストレッチ！

ほぼすべての従業員の血糖値が平均まで改善。
体調不良で欠勤するスタッフが減り、ローテーションが安定。

健康に関する知識が増えたことで、
顧客とのコミュニケーションの幅も広がりました。

健康投資が20代企業を変えました。
皆20代、痩せているのに高血糖！

受診したこともない...



－5－

「自分の健康は二の次になりがち」
・倒れた３人に２人は医療にかかっていなかった。
・健診受診者の70％注)は結果がわかっていない！

心疾患が70％
脳血管疾患が16％

私たちには陥りがちな“罠”があります。

個々の努力だけでは
解決しません。

注）第5次循環器疾患基礎調査に基づく（血糖、脂質の検査値を知らない割合）



－6－

同業他社に比較して肥満が多いA社。
どのような一歩を踏み出したでしょう？

A社；３７％＞B社；２９％

日常の仕事動線を意識した仕掛け



日常の生活動線を意識した仕掛け

出典）静岡県
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